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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】安全性が確保される発光ダイオードランプを提
供する。
【解決手段】一端に備えられる二つの第１ピン６１、６
２と、他端に備えられる二つの第２ピン６３，６４と、
中間に備えられる発光ダイオードモジュール部１と、前
記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンのうちの二
つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する
回路とを含む発光ダイオードランプであって、高電圧の
発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護される
ようにヒューズ５を備える保護回路部を含む。また、前
記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つと前
記二つの第２ピンのうちの一つに前記順方向に装着され
る整流ダイオード２と、前記二つの第１ピンの間と前記
二つの第２ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオード
３と、前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの
間を無極性でそれぞれ連結するブリッジダイオード４と
をさらに含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備え
られる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンの
うちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオ
ードランプであって、
　高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように前記発光ダイオ
ードモジュール部の前端に挿入されるヒューズを備える保護回路部を含み、
　前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする
、発光ダイオードランプ。
【請求項２】
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つは、前記発光ダイ
オードモジュール部の前端と連結される、請求項１に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項３】
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置される、請求項２に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項４】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つに前記順方向にそ
れぞれ装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの間をそれぞれ連結する過度電圧遮断ダ
イオードと、
　をさらに含む、請求項３に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項５】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つに前記順方向にそ
れぞれ装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの間をそれぞれ連結する過度電圧遮断ダ
イオードと、
　前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの間を無極性でそれぞれ連結するブリッ
ジダイオードと、
　をさらに含む、請求項２に記載のする発光ダイオードランプ。
【請求項６】
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置される、請求項５に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項７】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードと、
　をさらに含み、
　前記二つの第２ピンはグラウンド処理されて絶縁状態である、請求項１に記載の発光ダ
イオードランプ。
【請求項８】
　前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられる、請求項７に記載の発光ダイ
オードランプ。
【請求項９】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードを
さらに含む、請求項７に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１０】
　前記保護回路部は、
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　前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードと、
　をさらに含み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記発光ダイオードモジュール部の前端と連結さ
れ、
　前記二つの第１ピンのうちの他の一つは、グラウンド処理されて絶縁状態である、請求
項１に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１１】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードと、
　をさらに含み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオ
ードモジュール部の前端と連結され、
　前記二つの第２ピンのうちの一つは、グラウンド処理されて絶縁状態である、請求項１
に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１２】
　前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられる、請求項１１に記載の発光ダ
イオードランプ。
【請求項１３】
　一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備え
られる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンの
うちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオ
ードランプであって、
　前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの間を無極性でそれぞれ連結するブリッ
ジダイオードを備える保護回路部を含み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つは、それぞれの前
記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオードモジュール部の前端と連結され、
　前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする
、発光ダイオードランプ。
【請求項１４】
　前記保護回路部は、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるよ
うに前記発光ダイオードモジュール部の前端に挿入されるヒューズをさらに含む、請求項
１３に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１５】
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置される、請求項１４に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１６】
　前記ヒューズは、前記ブリッジダイオードの前端に備えられる、請求項１５に記載の発
光ダイオードランプ。
【請求項１７】
　前記保護回路部は、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるよ
うに前記二つの第１ピンと前記二つの第２ピンにそれぞれ配置されるヒューズをさらに含
む、請求項１３に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１８】
　一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備え
られる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンの
うちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオ
ードランプであって、
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　前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードと、高電圧の発生時、
前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように前記発光ダイオードモジュール部の
前端に挿入されるヒューズを備える保護回路部を含み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオ
ードモジュール部の前端と連結され、
　前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする
、発光ダイオードランプ。
【請求項１９】
　前記二つの第２ピンは、グラウンド処理されて絶縁状態である、請求項１８に記載の発
光ダイオードランプ。
【請求項２０】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードをさら
に含む、請求項１９に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項２１】
　前記ヒューズは、前記ブリッジダイオードの前端に備えられる、請求項１８乃至２０の
いずれか一項に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項２２】
　一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備え
られる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンの
うちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオ
ードランプであって、
　前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードを備える保護回路部を
含み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオ
ードモジュール部の前端と連結され、
　前記二つの第２ピンは、グラウンド処理されて絶縁状態であり、
　前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする
、発光ダイオードランプ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、安全性が確保される発光ダイオードランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　既存の蛍光灯は１００～１，５００Ｖ程度の交流電源が入力されて発光するようにして
いる。これに対し、発光ダイオード（ＬＥＤ）ランプはこのような既存の蛍光灯を代替す
るために開発された製品であって、交流電源をスイッチングモードパワーサプライ（ＳＭ
ＰＳ）に入力して５０Ｖ未満の直流電源に変えた後、直管型のＬＥＤランプに印加するこ
とによって、直流電源を通じて発光ダイオードが光を発散するようにする。
【０００３】
　このように発光ダイオードは直流電源を利用する半導体であるため、蛍光灯に印加され
るような交流電源が発光ダイオードランプに印加される場合、発光ダイオードの寿命と動
作に異常が発生し得る。
【０００４】
　例えば、発光ダイオードランプに蛍光灯に使用されるベース（ｂａｓｅ）と類似するベ
ースが使用される場合、一般人は発光ダイオードランプを蛍光灯と混同することがあり、
これによって交流電源が供給される蛍光灯用ソケットに発光ダイオードランプを装着する
おそれがあって問題になり得る。このような問題を防止するために、一部の官公庁では発
光ダイオードランプを使用するとき、既存の蛍光灯との誤認または混同により安全性に問
題が発生しないように発光ダイオードランプを製造することを要求している。
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【０００５】
　つまり、既存の蛍光灯を点灯するための蛍光灯用安定器に発光ダイオードランプを混用
して使用するようになれば、発光ダイオードランプはこのような安定器から１００～１，
５００Ｖ程度の交流電源が入力されるようになるため、弱電圧で駆動する発光ダイオード
ランプはその寿命が短縮したり動作にエラーが生じることがあり、破壊されたり火災が発
生するようになることもある。このように発光ダイオードランプを使用する場合、既存の
蛍光灯との誤認または混同による安全事故が憂慮されており、安全性の確保が切実な状態
である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記のような問題点を解決するために案出されたものであって、本発明が解
決しようとする課題は、使用者が誤認または混同により既存の蛍光灯用灯器具に発光ダイ
オードランプを装着しても直流電源を使用する発光ダイオードランプに寿命短縮、動作異
常、安全事故などの問題が発生しないようにする回路を備える発光ダイオードランプを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を達成するための本発明の一実施例による発光ダイオードランプは、一端に備
えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備えられる発光
ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンのうちの二つ
以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオードランプ
であって、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように前記発
光ダイオードモジュール部の前端に挿入されるヒューズを備える保護回路部を含み、前記
回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする。
【０００８】
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つは、前記発光ダイ
オードモジュール部の前端と連結され得る。
【０００９】
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置され得る。
【００１０】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一
つに前記順方向にそれぞれ装着される整流ダイオード（ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ　ｄｉｏｄｅ
）と、前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの間をそれぞれ連結する過度電圧遮
断ダイオード（ＴＶＳ　ｄｉｏｄｅ）とをさらに含むことができる。
【００１１】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一
つに前記順方向にそれぞれ装着される整流ダイオードと、前記二つの第１ピンの間と前記
二つの第２ピンの間をそれぞれ連結する過度電圧遮断ダイオードと、前記二つの第１ピン
の間と前記二つの第２ピンの間を無極性でそれぞれ連結するブリッジダイオード（ｂｒｉ
ｄｇｅ　ｄｉｏｄｅ）とをさらに含むことができる。
【００１２】
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置され得る。
【００１３】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダ
イオードと、前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードとをさらに含み
、前記二つの第２ピンはグラウンド（ｇｒｏｕｎｄ）処理されて絶縁状態であることがで
きる。
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【００１４】
　前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられ得る。
【００１５】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードを
さらに含むことができる。
【００１６】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダ
イオードと、前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードとをさらに含み
、前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記発光ダイオードモジュール部の前端と連結さ
れ、前記二つの第１ピンのうちの他の一つは、グラウンド処理されて絶縁状態であること
ができる。
【００１７】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダ
イオードと、前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードと、前記二つの
第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードとをさらに含み、前記二つの第１ピ
ンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオードモジュール部の
前端と連結され、前記二つの第２ピンのうちの一つは、グラウンド処理されて絶縁状態で
あることができる。
【００１８】
　前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられ得る。
【００１９】
　一方、前記課題を達成するための本発明の他の一実施例による発光ダイオードランプは
、一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備え
られる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンの
うちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオ
ードランプであって、前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの間を無極性でそれ
ぞれ連結するブリッジダイオードを備える保護回路部を含み、前記二つの第１ピンのうち
の一つと前記二つの第２ピンのうちの一つは、それぞれの前記ブリッジダイオードを通じ
て前記発光ダイオードモジュール部の前端と連結され、前記回路は、前記発光ダイオード
モジュール部の前端から他端への方向を順方向とする。
【００２０】
　前記保護回路部は、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるよ
うに前記発光ダイオードモジュール部の前端に挿入されるヒューズをさらに含むことがで
きる。
【００２１】
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置され得る。
【００２２】
　前記ヒューズは、前記ブリッジダイオードの前端に備えられ得る。
【００２３】
　前記保護回路部は、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるよ
うに前記二つの第１ピンと前記二つの第２ピンにそれぞれ配置されるヒューズをさらに含
むことができる。
【００２４】
　一方、前記課題を達成するための本発明のさらに他の一実施例による発光ダイオードラ
ンプは、一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間
に備えられる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２
ピンのうちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光
ダイオードランプであって、前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオ
ードと、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように前記発光
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ダイオードモジュール部の前端に挿入されるヒューズを備える保護回路部を含み、前記二
つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオードモジ
ュール部の前端と連結され、前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他
端への方向を順方向とする。
【００２５】
　前記二つの第２ピンは、グラウンド処理されて絶縁状態であることができる。
【００２６】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンの間を連結する過度電圧遮断ダイオードをさら
に含むことができる。
【００２７】
　前記ヒューズは、前記ブリッジダイオードの前端に備えられ得る。
【００２８】
　一方、前記課題を達成するための本発明のさらに他の一実施例による発光ダイオードラ
ンプは、一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間
に備えられる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２
ピンのうちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光
ダイオードランプであって、前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオ
ードを備える保護回路部を含み、前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイ
オードを通じて前記発光ダイオードモジュール部の前端と連結され、前記二つの第２ピン
は、グラウンド処理されて絶縁状態であり、前記回路は、前記発光ダイオードモジュール
部の前端から他端への方向を順方向とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、回路上にヒューズ、整流ダイオード、過度電圧遮断ダイオード、ブリ
ッジダイオード、またはこれらの多様な組み合わせによる保護回路部を備えることによっ
て、使用者が誤認または混同により既存の蛍光灯用灯器具に本発光ダイオードランプを装
着して本発光ダイオードランプに異常電圧および異常サージ（ｓｕｒｇｅ）が入力されて
も、光ダイオードランプに誤った電流が流れて発生し得る寿命短縮、動作エラー、火災危
険などの問題を根本的に防止することができる。
【００３０】
　また、本発光ダイオードランプの内部の回路に保護回路部が備えられていること以外に
、既存の蛍光灯用ピンと同一の形状と個数のピンを本発光ダイオードランプの両端に備え
ることによって、既存の蛍光灯用ソケットを本発光ダイオードランプのソケットとしてそ
のまま使用することができ、これによって、既存の蛍光灯用灯器具を発光ダイオードラン
プに交換設置する時間と費用を画期的に節減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図２】本発明の第２実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図３】本発明の第３実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図４】本発明の第４実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図５】本発明の第５実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図６】本発明の第６実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図７】本発明の第７実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図８】本発明の第８実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図９】本発明の第９実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図１０】本発明の第１０実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図１１】本発明の第１１実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図１２】本発明の第１２実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図１３】本発明の第１３実施例による発光ダイオードランプの回路図である。



(8) JP 2012-109202 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

【図１４】本発明の第１４実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図１５】本発明の第１５実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図１６】本発明の第１６実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【図１７】本発明の第１７実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施例を添付した図面を参照して詳しく説明する。
【００３３】
　後述する図１乃至図１５を参照すれば、本発明の多様な実施例による発光ダイオードラ
ンプは、一端に備えられる二つの第１ピン６１、６２、他端に備えられる二つの第２ピン
６３、６４、中間に備えられる発光ダイオードモジュール部１、そして二つの第１ピン６
１、６２および二つの第２ピン６３、６４のうちの二つ以上と発光ダイオードモジュール
部１とを連結する回路７を含む発光ダイオードランプに関する。
【００３４】
　ここで、回路７が二つの第１ピン６１、６２および二つの第２ピン６３、６４のうちの
二つ以上と発光ダイオードモジュール部１とを連結するということは、四つのピン６１、
６２、６３、６４のうちの正極極性であるピンが一つ以上備えられ、負極極性であるピン
が一つ以上備えられて、回路７を通じてそれぞれ発光ダイオードモジュール部１の前端と
後端に連結されることを意味することができる。
【００３５】
　例えば、図１では、二つのピン６１、６３は正極極性になって回路７を通じて発光ダイ
オードモジュール部１の前端に連結され、他の二つのピン６２、６４は負極極性になって
回路７を通じて発光ダイオードモジュール部１の後端に連結され得るため、回路７は四つ
のピン６１、６２、６３、６４のうちの二つ以上（四つ）と発光ダイオードモジュール部
１とを連結することができる。また、図６では、一つのピン６１は正極極性になり、他の
一つのピン６２は負極極性になることができ、これによって、回路７は四つのピン６１、
６２、６３、６４のうちの二つ以上（二つ）と発光ダイオードモジュール部１とを連結す
ることができる。そして、図８では、一つのピン６１は正極極性になり、他の二つのピン
６３、６４は負極極性になることができ、これによって、回路７は四つのピン６１、６２
、６３、６５のうちの二つ以上（三つ）と発光ダイオードモジュール部１とを連結するこ
とができる。
【００３６】
　また、回路７を通じて発光ダイオードモジュール部１と連結されていないピン、例えば
グラウンド処理されるピンは本発光ダイオードランプに絶縁状態で備えられていることも
でき、全く備えられないこともできる。ただし、既存の蛍光灯用ソケットにバランス良く
装着され得るように両端は一つ以上のピンが備えられることが好ましい。
【００３７】
　以下、本発明の第１実施例乃至第１７実施例について説明する。参考までに、前述の実
施例で説明した構成と重複する構成についての説明は簡略又は省略する。
【００３８】
　まず、本発明の第１実施例について説明する。
【００３９】
　図１は、本発明の第１実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００４０】
　図１を参照すれば、本発明の第１実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオー
ドモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。
【００４１】
　ここで、保護回路部は図面符号は付与されていないが、発光ダイオードモジュール部１
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を過電圧などから保護するための部分を通称することができる。つまり、前述したヒュー
ズ５や後述する他の実施例における整流ダイオード２、過度電圧遮断ダイオード３、ブリ
ッジダイオード４などが保護回路部に含まれ得る。図１を参照すれば、第１実施例ではヒ
ューズ５が保護回路部に含まれる。
【００４２】
　また、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一
つは発光ダイオードモジュール部１の前端と連結され得る。
【００４３】
　例として図１を参照すれば、図面符号６１、６３が指す二つのピンが発光ダイオードモ
ジュール部１の前端と連結され得る。これによって、図面符号６２、６４が指す他の二つ
のピンは発光ダイオードモジュール部１の後端と連結され得る。
【００４４】
　次に、本発明の第２実施例について説明する。
【００４５】
　図２は、本発明の第２実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００４６】
　図２を参照すれば、本発明の第２実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５1, 52を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダ
イオードモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン
６１、６２のうちの一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つは発光ダイオードモジ
ュール部１の前端と連結され得る。このような事項は第１実施例と類似しているため、こ
れを参照する。
【００４７】
　また、第２実施例におけるヒューズ５１、５２は、二つの第１ピン６１、６２のうちの
一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つにそれぞれ配置され得る。参考までに、図
２に示されたものとは異なり、ヒューズ５１、５２は二つを超える個数で配置され得る。
例えば、それぞれのピン６１、６２、６３、６４毎に一つずつ配置されることもできる。
【００４８】
　例として図２を参照すれば、図面符号６１が指すピンに一つのヒューズ５１が配置され
、図面符号６３が指すピンに他の一つのヒューズ５２が配置され得る。ここで、ピン６１
、６３にヒューズ５１、５２が配置されるということは、ピン６１、６３と発光ダイオー
ドモジュール部１とが連結される回路７上にヒューズ５１、５２が挿入されることを意味
することができる。
【００４９】
　次に、本発明の第３実施例について説明する。
【００５０】
　図３は、本発明の第３実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００５１】
　図３を参照すれば、本発明の第３実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５１、５２を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光
ダイオードモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピ
ン６１、６２のうちの一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つは発光ダイオードモ
ジュール部１の前端と連結され得る。そして、ヒューズ５１、５２は二つの第１ピン６１
、６２のうちの一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つにそれぞれ配置され得る。
このような事項は第２実施例と類似しているため、これを参照する。
【００５２】
　また、第３実施例における保護回路部は、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つと二
つの第２ピン６３、６４のうちの一つに順方向にそれぞれ装着される整流ダイオード２（
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ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ　ｄｉｏｄｅ）、そして二つの第１ピン６１、６２の間と二つの第２
ピン６３、６４の間をそれぞれ連結する過度電圧遮断ダイオード３（ＴＶＳ　ｄｉｏｄｅ
）をさらに含むことができる。例として図３を参照すれば、図面符号６１が指すピンに順
方向に整流ダイオード２が装着され、図面符号６３が指すピンに順方向に整流ダイオード
２が装着され得る。
【００５３】
　ここで、ダイオードは順方向バイアスをかければ順方向電流が流れ、逆方向バイアスを
かければ電流が流れることができない。このようなダイオードを利用して一方向にのみ電
流を流れるようにできる。このように電圧が交代に変わっても一方向にのみ電流が流れる
ようにする機能を整流（ｒｅｃｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）作用をするといい、このような役
割を果たすダイオードを整流ダイオード（ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ　ｄｉｏｄｅ）といえる。
【００５４】
　これによって、整流ダイオード２は一般に交流電圧を直流電圧で変えるために使用され
得る。従来の蛍光灯用安定器では交流電源が出力されるため、このような整流ダイオード
２を通じて発光ダイオードモジュール部１を保護することができる。
【００５５】
　また、過度電圧遮断ダイオード３（ＴＶＳ　ｄｉｏｄｅ：Ｔｒａｎｓｉｅｎｔ　Ｖｏｌ
ｔａｇｅ　Ｓｕｐｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｄｉｏｄｅ）は高電圧保護回路である。例えば、過
度電圧遮断ダイオード３は瞬間逆高電圧（Ｓｕｒｇｅ　Ｖｏｌｔａｇｅ）や遷移電圧（Ｔ
ｒａｎｓｉｅｎｔ　Ｖｏｌｔａｇｅ）により発生する電気的過度状態から回路７などを保
護するために使用され得る。従来の蛍光灯用安定器では交流電源が出力されるため、この
ような蛍光灯用安定器に本発光ダイオードランプが連結される場合、異常電圧や異常サー
ジが入力され得、この時、このような過度電圧遮断ダイオード３を通じて発光ダイオード
モジュール部１と回路７が保護され得る。
【００５６】
　次に、本発明の第４実施例について説明する。
【００５７】
　図４は、本発明の第４実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００５８】
　図４を参照すれば、本発明の第４実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオー
ドモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン６１、
６２のうちの一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つは発光ダイオードモジュール
部１の前端と連結され得る。このような事項は第１実施例と類似しているため、これを参
照する。
【００５９】
　また、第４実施例における保護回路部は、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つと二
つの第２ピン６３、６４のうちの一つに順方向にそれぞれ装着される整流ダイオード２、
二つの第１ピン６１、６２の間と二つの第２ピン６３、６４の間をそれぞれ連結する過度
電圧遮断ダイオード３、そして二つの第１ピン６１、６２の間と二つの第２ピン６３、６
４の間を無極性でそれぞれ連結するブリッジダイオード４（ｂｒｉｄｇｅ　ｄｉｏｄｅ）
をさらに含むことができる。例として図４を参照すれば、整流ダイオード２と過度電圧遮
断ダイオード３は第３実施例と類似するように配置または連結され得る。
【００６０】
　ここで、ブリッジダイオード４は一般に全波整流することができるように、図４に示さ
れているようにダイオード四つを組み合わせて備えられ得る？。一つのダイオードではプ
ラスとマイナスが交代に変化する電圧のプラス側とマイナス側のうちのいずれか一方のみ
使用するようにする半波整流のみができるが、このようなブリッジダイオード４を通じて
は全波整流が可能である。従来の蛍光灯用安定器では交流電源が出力されるため、このよ
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うな整流ダイオード２を通じて発光ダイオードモジュール部１を保護することができる。
【００６１】
　次に、本発明の第５実施例について説明する。
【００６２】
　図５は、本発明の第５実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００６３】
　図５を参照すれば、本発明の第５実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５1, 52を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダ
イオードモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン
６１、６２のうちの一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つは発光ダイオードモジ
ュール部１の前端と連結され得る。そして、保護回路部は二つの第１ピン６１、６２のう
ちの一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つに順方向にそれぞれ装着される整流ダ
イオード２、二つの第１ピン６１、６２の間と二つの第２ピン６３、６４の間をそれぞれ
連結する過度電圧遮断ダイオード３、そして二つの第１ピン６１、６２の間と二つの第２
ピン６３、６４の間を無極性でそれぞれ連結するブリッジダイオード４（ｂｒｉｄｇｅ　
ｄｉｏｄｅ）をさらに含むことができる。このような事項は第４実施例と類似しているた
め、これを参照する。
【００６４】
　また、第５実施例におけるヒューズ５１、５２は、二つの第１ピン６１、６２のうちの
一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つにそれぞれ配置され得る。
【００６５】
　例として図５を参照すれば、図面符号６１が指すピンに一つのヒューズ５１が配置され
、図面符号６３が指すピンに他の一つのヒューズ５２が配置され得る。ここで、ピン６１
、６３にヒューズ５１、５２が配置されるということは、ピン６１、６３と発光ダイオー
ドモジュール部１が連結される回路７上にヒューズ５１、５２が挿入されることを意味す
ることができる。図５では、図面符号６１が指すピンと連結されるブリッジダイオード４
の後端の回路７上にヒューズ５１が挿入され、図面符号６３が指すピンと連結されるブリ
ッジダイオード４の後端の回路７上にヒューズ５２が挿入され得る。
【００６６】
　次に、本発明の第６実施例について説明する。
【００６７】
　図６は、本発明の第６実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００６８】
　図６を参照すれば、本発明の第６実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオー
ドモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。
【００６９】
　また、図６に示されているように、二つの第２ピン６３、６４はグラウンド（ｇｒｏｕ
ｎｄ）処理されて絶縁状態であることができる。これによって、二つの第１ピン６１、６
２のうちの一つは正極極性、他の一つは負極極性になり得る。
【００７０】
　また、図６を参照すれば、保護回路部は二つの第１ピン６１、６２のうちの一つに順方
向に装着される整流ダイオード２、そして二つの第１ピン６１、６２の間を連結する過度
電圧遮断ダイオード３をさらに含むことができる。例として図６を参照すれば、図面符号
６１が指すピンに順方向に整流ダイオード２が装着され得る。このような整流ダイオード
２と過度電圧遮断ダイオード３の装着または連結は図３に示される第３実施例と類似する
が、第６実施例では二つの第２ピン６３、６４はグラウンド処理されるため、二つの第１
ピン６１、６２側にのみ整流ダイオード２と過度電圧遮断ダイオード３が備えられること
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に差がある。
【００７１】
　そして、図６に示されたものとは異なり、ヒューズ５は整流ダイオード２の前端に備え
られ得る。例として図６を参照すれば、ヒューズ５は図面符号６１が指すピンと整流ダイ
オード２との間に備えられ得る。
【００７２】
　次に、本発明の第７実施例について説明する。
【００７３】
　図７は、本発明の第７実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００７４】
　図７を参照すれば、本発明の第７実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオー
ドモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第２ピン６３、
６４はグラウンド（ｇｒｏｕｎｄ）処理されて絶縁状態であることができる。そして、保
護回路部は二つの第１ピン６１、６２のうちの一つに順方向に装着される整流ダイオード
２、そして二つの第１ピン６１、６２の間を連結する過度電圧遮断ダイオード３をさらに
含むことができる。このような事項は第６実施例と類似しているため、これを参照する。
【００７５】
　また、図７を参照すれば、第７実施例における保護回路部は、二つの第１ピン６１、６
２の間を無極性で連結するブリッジダイオード４をさらに含むことができる。
【００７６】
　次に、本発明の第８実施例について説明する。
【００７７】
　図８は、本発明の第８実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００７８】
　図８を参照すれば、本発明の第８実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオー
ドモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。
【００７９】
　また、図８に示されているように、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つは発光ダイ
オードモジュール部の前端と連結され得る。そして、二つの第１ピン６１、６２のうちの
他の一つはグラウンド処理されて絶縁状態であることができる。これによって、二つの第
１ピン６１、６２のうちの一つは正極極性、二つの第２ピン６３、６４は負極極性になり
得る。
【００８０】
　そして、図８を参照すれば、保護回路部は二つの第１ピン６１、６２のうちの一つに順
方向に装着される整流ダイオード２、そして二つの第１ピン６１、６２の間を連結する過
度電圧遮断ダイオード３をさらに含むことができる。例として図８を参照すれば、図面符
号６１が指すピンに順方向に整流ダイオード２が装着され得る。
【００８１】
　このような整流ダイオード２と過度電圧遮断ダイオード３の装着または連結は図６に示
される第６実施例と類似しているが、第８実施例では二つの第２ピン６３、６４がグラウ
ンド処理されるのではなく、二つの第１ピン６１，６２のうちの他の一つがグラウンド処
理される点に差があり、これによって、各ピン６１、６２、６３、６４が有する極性も第
６実施例とは異なる。
【００８２】
　次に、本発明の第９実施例について説明する。
【００８３】
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　図９は、本発明の第９実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００８４】
　図９を参照すれば、本発明の第９実施例による発光ダイオードランプは、高電圧の発生
時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１の
前端に挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオー
ドモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とする。
【００８５】
　そして、図９を参照すれば、保護回路部は二つの第１ピン６１、６２のうちの一つに順
方向に装着される整流ダイオード２、二つの第１ピン６１、６２の間を連結する過度電圧
遮断ダイオード３、そして二つの第１ピン６１、６２の間を無極性で連結するブリッジダ
イオード４をさらに含むことができる。例として図９を参照すれば、図面符号６１が指す
ピンに順方向に整流ダイオード２が装着され得る。
【００８６】
　参考までに、このようなブリッジダイオード４は図９に示されているように過度電圧遮
断ダイオード３の後端に配置され得る。
【００８７】
　また、図９を参照すれば、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つはブリッジダイオー
ド４を通じて発光ダイオードモジュール部の前端と連結され得る。二つの第２ピン６３、
６４のうちの一つはグラウンド処理されて絶縁状態であることができる。例として図面符
号６４が指すピンがグラウンド処理され得、これによって、図面符号６３が指すピンが負
極極性であることができる。
【００８８】
　このような整流ダイオード２と過度電圧遮断ダイオード３の装着または連結は図８に示
される第８実施例と類似しているが、第９実施例では保護回路部にブリッジダイオード４
がさらに含まれ、二つの第１ピン６１，６２のうちの他の一つがグラウンド処理されるの
ではなく、二つの第２ピン６３、６４のうちの一つがグラウンド処理される点に差があり
、これによって、各ピン６１、６２、６３、６４が有する極性も第８実施例と部分的に差
が生じ得る。
【００８９】
　そして、図９に示されたものとは異なり、ヒューズ５は整流ダイオード２の前端に備え
られ得る。例として図９を参照すれば、ヒューズ５は図面符号６１が指すピンと整流ダイ
オード２との間に備えられ得る。
【００９０】
　次に、本発明の第１０実施例について説明する。
【００９１】
　図１０は、本発明の第１０実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００９２】
　図１０を参照すれば、本発明の第１０実施例による発光ダイオードランプは、二つの第
１ピン６１、６２の間と二つの第２ピン６３、６４の間を無極性でそれぞれ連結するブリ
ッジダイオード４を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオードモジュー
ル部の前端から他端への方向を順方向とする。
【００９３】
　また、図１０を参照すれば、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つと二つの第２ピン
６３、６４のうちの一つはそれぞれのブリッジダイオード４を通じて発光ダイオードモジ
ュール部の前端と連結される。
【００９４】
　次に、本発明の第１１実施例について説明する。
【００９５】
　図１１は、本発明の第１１実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【００９６】
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　図１１を参照すれば、本発明の第１１実施例による発光ダイオードランプは、二つの第
１ピン６１、６２の間と二つの第２ピン６３、６４の間を無極性でそれぞれ連結するブリ
ッジダイオード４を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオードモジュー
ル部の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン６１、６２のうちの
一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つはそれぞれのブリッジダイオード４を通じ
て発光ダイオードモジュール部の前端と連結される。このような事項は第１０実施例と類
似している。
【００９７】
　ただし、第１０実施例とは異なり、図１１を参照すれば、第１１実施例における保護回
路部は、高電圧の発生時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオ
ードモジュール部１の前端に挿入されるヒューズ５をさらに含むことができる。ただし、
図１１には発光ダイオードモジュール部１の前端に一つのヒューズ５が挿入されているも
ので第１１実施例を挙げているが、ヒューズ５の個数は一つに限定されるのではない。例
えば、図面符号６１が指すピンと図面符号６３が指すピンにそれぞれヒューズ５が挿入さ
れることもでき、このような場合が次に説明する第１２実施例に該当し得る。
【００９８】
　そして、図１１に示されたものとは異なり、ヒューズ５はブリッジダイオード４の前端
に備えられ得る。例として図１１を参照すれば、ヒューズ５は図面符号６１が指すピンと
ブリッジダイオード４との間に備えられたり、図面符号６３が指すピンとブリッジダイオ
ード４との間に備えられることもでき、両側に全て備えられることもできる。
【００９９】
　次に、本発明の第１２実施例について説明する。
【０１００】
　図１２は、本発明の第１２実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【０１０１】
　図１２を参照すれば、本発明の第１２実施例による発光ダイオードランプは、二つの第
１ピン６１、６２の間と二つの第２ピン６３、６４の間を無極性でそれぞれ連結するブリ
ッジダイオード４を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオードモジュー
ル部の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン６１、６２のうちの
一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つはそれぞれのブリッジダイオード４を通じ
て発光ダイオードモジュール部の前端と連結される。そして、保護回路部は、高電圧の発
生時に発光ダイオードモジュール部１が保護されるように発光ダイオードモジュール部１
の前端に挿入されるヒューズ５1, 52をさらに含むことができる。このような事項は第１
１実施例と類似している。
【０１０２】
　ただし、第１１実施例とは異なり、図１２を参照すれば、第１２実施例におけるヒュー
ズ５１、５２は二つの第１ピン６１、６２のうちの一つと二つの第２ピン６３、６４のう
ちの一つにそれぞれ配置され得る。
【０１０３】
　そして、図１２に示されたものとは異なり、ヒューズ５１、５２はブリッジダイオード
４の前端に備えられ得る。例として図１２を参照すれば、一つのヒューズ５１は図面符号
６１が指すピンとブリッジダイオード４との間に備えられ得、他の一つのヒューズ５２は
図面符号６３が指すピンとブリッジダイオード４との間に備えられ得る。
【０１０４】
　次に、本発明の第１３実施例について説明する。
【０１０５】
　図１３は、本発明の第１３実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【０１０６】
　図１３を参照すれば、本発明の第１３実施例による発光ダイオードランプは、二つの第
１ピン６１、６２の間と二つの第２ピン６３、６４の間を無極性でそれぞれ連結するブリ
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ッジダイオード４を備える保護回路部を含む。この時、回路７は、発光ダイオードモジュ
ール部の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン６１、６２のうち
の一つと二つの第２ピン６３、６４のうちの一つはそれぞれのブリッジダイオード４を通
じて発光ダイオードモジュール部の前端と連結される。このような事項は第１０実施例と
類似している。
【０１０７】
　ただし、第１０実施例とは異なり、図１３を参照すれば、第１３実施例における保護回
路部は、高電圧の発生時に発光ダイオードモジュール部が保護されるように二つの第１ピ
ン６１、６２と二つの第２ピン６３、６４にそれぞれ配置されるヒューズ５１、５２、５
３、５４をさらに含むことができる。
【０１０８】
　次に、本発明の第１４実施例について説明する。
【０１０９】
　図１４は、本発明の第１４実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【０１１０】
　図１４を参照すれば、本発明の第１４実施例による発光ダイオードランプは、二つの第
１ピン６１、６２の間を無極性で連結するブリッジダイオード４、そして高電圧の発生時
に発光ダイオードモジュール部が保護されるように発光ダイオードモジュール部の前端に
挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオードモジ
ュール部の前端から他端への方向を順方向とする。
【０１１１】
　また、図１４を参照すれば、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つはブリッジダイオ
ード４を通じて発光ダイオードモジュール部１の前端と連結される。例として、図面符号
６３、６４が指すピンは負極極性になり得る。
【０１１２】
　そして、図１４に示されたものとは異なり、ヒューズ５はブリッジダイオード４の前端
に備えられ得る。例として図１４を参照すれば、ヒューズ５は図面符号６１が指すピンと
ブリッジダイオード４との間に備えられ得る。
【０１１３】
　次に、本発明の第１５実施例について説明する。
【０１１４】
　図１５は、本発明の第１５実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【０１１５】
　図１５を参照すれば、本発明の第１５実施例による発光ダイオードランプは、二つの第
１ピン６１、６２の間を無極性で連結するブリッジダイオード４、そして高電圧の発生時
に発光ダイオードモジュール部が保護されるように発光ダイオードモジュール部の前端に
挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオードモジ
ュール部の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン６１、６２のう
ちの一つはブリッジダイオード４を通じて発光ダイオードモジュール部１の前端と連結さ
れる。
【０１１６】
　そして、図１４に示される第１４実施例とは異なり、図１５を参照すれば、二つの第２
ピン６３、６４はグラウンド処理されて絶縁状態であることができる。これによって、図
面符号６１が指すピンは正極極性になり、図面符号６２が指すピンは負極極性になり得る
。
【０１１７】
　また、図１５に示されたものとは異なり、ヒューズ５はブリッジダイオード４の前端に
備えられ得る。例として図１５を参照すれば、ヒューズ５は図面符号６１が指すピンとブ
リッジダイオード４との間に備えられ得る。
【０１１８】
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　次に、本発明の第１６実施例について説明する。
【０１１９】
　図１６は、本発明の第１６実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【０１２０】
　図１６を参照すれば、本発明の第１６実施例による発光ダイオードランプは、二つの第
１ピン６１、６２の間を無極性で連結するブリッジダイオード４、そして高電圧の発生時
に発光ダイオードモジュール部が保護されるように発光ダイオードモジュール部の前端に
挿入されるヒューズ５を備える保護回路部を含む。この時、回路７は発光ダイオードモジ
ュール部の前端から他端への方向を順方向とする。また、二つの第１ピン６１、６２のう
ちの一つはブリッジダイオード４を通じて発光ダイオードモジュール部１の前端と連結さ
れる。そして、二つの第２ピン６３、６４はグラウンド処理されて絶縁状態であることが
できる。このような事項は第１５実施例と類似している。
【０１２１】
　ただし、図１５に示される第１５実施例とは異なり、第１６実施例における保護回路部
は、二つの第１ピン６１、６２の間を連結する過度電圧遮断ダイオード３をさらに含むこ
とができる。
【０１２２】
　そして、図１６に示されたものとは異なり、ヒューズ５はブリッジダイオード４の前端
に備えられ得る。例として図１６を参照すれば、ヒューズ５は図面符号６１が指すピンと
ブリッジダイオード４との間に備えられ得る。
【０１２３】
　次に、本発明の第１７実施例について説明する。
【０１２４】
　図１７は、本発明の第１７実施例による発光ダイオードランプの回路図である。
【０１２５】
　図１７を参照すれば、本発明の他の実施例による発光ダイオードランプは、二つの第１
ピン６１、６２の間を無極性で連結するブリッジダイオード４を備える保護回路部を含む
。この時、回路７は発光ダイオードモジュール部１の前端から他端への方向を順方向とす
る。
【０１２６】
　また、図１７を参照すれば、二つの第１ピン６１、６２のうちの一つはブリッジダイオ
ード４を通じて発光ダイオードモジュール部１の前端と連結される。そして、二つの第２
ピン６３、６４はグラウンド処理されて絶縁状態である。
【０１２７】
　第１実施例乃至第１７実施例で説明したように、本発明は本発光ダイオードランプの回
路７上にヒューズ５、５１、５２、５３、５４、整流ダイオード２、過度電圧遮断ダイオ
ード３、ブリッジダイオード４、またはこれらの多様な組み合わせによる保護回路部を備
えることによって、直流電源を使う発光ダイオードランプ専用スイッチングモードパワー
サプライ（ＳＭＰＳ）が使用された配線構造ではない場合には、発光ダイオードランプに
電源が印加されないようにでき、または異常過電圧が入力される場合にこのような異常過
電圧が自動的に遮断されるようにできる。
【０１２８】
　これによって、使用者が誤認または混同により既存の蛍光灯用灯器具に本発光ダイオー
ドランプを装着して本発光ダイオードランプに異常電圧および異常サージ（ｓｕｒｇｅ）
が入力されても、光ダイオードランプに誤った電流が流れて発生し得る寿命短縮、動作エ
ラー、火災危険などの問題を根本的に防止することができる。
【０１２９】
　また、本発光ダイオードランプの内部の回路に保護回路部が備えられていること以外に
、既存の蛍光灯用ピンと同一の形状と個数のピンを本発光ダイオードランプの両端に備え
ることによって、既存の蛍光灯用ソケットを本発光ダイオードランプのソケットとしてそ
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のまま使用することができ、これによって、既存の蛍光灯用灯器具を発光ダイオードラン
プに交換設置する時間と費用を画期的に節減することができる。
【０１３０】
　以上で本発明の実施例を説明したが、本発明の権利範囲はこれに限定されず、本発明の
実施例から本発明が属する技術分野における通常の知識を有する者により容易に変更され
て均等なものと認められる範囲の全ての変更および修正を含む。
【符号の説明】
【０１３１】
　１　発光ダイオードモジュール部
　２　整流ダイオード
　３　過度電圧遮断ダイオード
　４　ブリッジダイオード
　５、５１、５２、５３、５４　ヒューズ
　６１、６２　二つの第１ピン
　６３、６４　二つの第２ピン
　７　回路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備え
られる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンの
うちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオ
ードランプであって、
　高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように、前記二つの第
１ピンの間を連結する、双方向のサージ電圧から保護可能な過度電圧遮断（ＴＶＳ）ダイ
オードを備える保護回路部を含み、
　前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする
、発光ダイオードランプ。
【請求項２】
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つは、前記発光ダイ
オードモジュール部の前端と連結される、請求項１に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項３】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
ューズをさらに含み、
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置される、請求項２に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項４】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つに前記順方向にそ
れぞれ装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第２ピンの間を連結する、双方向のサージ電圧から保護可能な過度電圧遮断
ダイオードと、
をさらに含む、請求項３に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項５】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つに前記順方向にそ
れぞれ装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第２ピンの間を連結する、双方向のサージ電圧から保護可能な過度電圧遮断
ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間と前記二つの第２ピンの間を無極性でそれぞれ連結するブリッ
ジダイオードと、
をさらに含む、請求項２に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項６】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
ューズをさらに含み、
　前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一つ
にそれぞれ配置される、請求項５に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項７】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダイオードをさらに含
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み、
　前記二つの第２ピンはグラウンド処理されて絶縁状態である、請求項１に記載の発光ダ
イオードランプ。
【請求項８】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
ューズをさらに含み、
　前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられる、請求項７に記載の発光ダイ
オードランプ。
【請求項９】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードを
さらに含む、請求項７に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１０】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダイオードをさらに含
み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記発光ダイオードモジュール部の前端と連結さ
れ、
　前記二つの第１ピンのうちの他の一つは、グラウンド処理されて絶縁状態である、請求
項１に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１１】
　前記保護回路部は、
　前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダイオードと、
　前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードと、
をさらに含み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオ
ードモジュール部の前端と連結され、
　前記二つの第２ピンのうちの一つは、グラウンド処理されて絶縁状態である、請求項１
に記載の発光ダイオードランプ。
【請求項１２】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
ューズをさらに含み、
　前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられる、請求項１１に記載の発光ダ
イオードランプ。
【請求項１３】
　一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備え
られる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンの
うちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオ
ードランプであって、
　前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードと、高電圧の発生時、
前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように前記発光ダイオードモジュール部の
前端に挿入されるヒューズと、前記二つの第１ピンの間を連結する、双方向のサージ電圧
から保護可能な過度電圧遮断ダイオードとを備える保護回路部を含み、
　前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダイオ
ードモジュール部の前端と連結され、
　前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする
、発光ダイオードランプ。
【請求項１４】
　前記二つの第２ピンは、グラウンド処理されて絶縁状態である、請求項１３に記載の発
光ダイオードランプ。
【請求項１５】
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　前記ヒューズは、前記ブリッジダイオードの前端に備えられる、請求項１３または１４
に記載の発光ダイオードランプ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記課題を達成するための本発明の一実施例による発光ダイオードランプは、一端に備
えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間に備えられる発光
ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２ピンのうちの二つ
以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光ダイオードランプ
であって、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように前記二
つの第１ピンの間を連結する、双方向のサージ電圧から保護可能な過度電圧遮断ダイオー
ドを備える保護回路部を含み、前記回路は、前記発光ダイオードモジュール部の前端から
他端への方向を順方向とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
ューズをさらに含み、前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第
２ピンのうちの一つにそれぞれ配置され得る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一
つに前記順方向にそれぞれ装着される整流ダイオード（ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ　ｄｉｏｄｅ
）と、前記二つの第２ピンの間を連結する、双方向のサージ電圧から保護可能な過度電圧
遮断ダイオード（ＴＶＳ　ｄｉｏｄｅ）とをさらに含むことができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第２ピンのうちの一
つに前記順方向にそれぞれ装着される整流ダイオードと、前記二つの第２ピンの間を連結
する、双方向のサージ電圧から保護可能な過度電圧遮断ダイオードと、前記二つの第１ピ
ンの間と前記二つの第２ピンの間を無極性でそれぞれ連結するブリッジダイオード（ｂｒ
ｉｄｇｅ　ｄｉｏｄｅ）とをさらに含むことができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１２】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
ューズをさらに含み、前記ヒューズは、前記二つの第１ピンのうちの一つと前記二つの第
２ピンのうちの一つにそれぞれ配置され得る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダ
イオードをさらに含み、前記二つの第２ピンはグラウンド（ｇｒｏｕｎｄ）処理されて絶
縁状態であることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
ューズをさらに含み、前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられ得る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダ
イオードをさらに含み、前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記発光ダイオードモジュ
ール部の前端と連結され、前記二つの第１ピンのうちの他の一つは、グラウンド処理され
て絶縁状態であることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　前記保護回路部は、前記二つの第１ピンのうちの一つに前記順方向に装着される整流ダ
イオードと、前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオードとをさらに
含み、前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通じて前記発光ダ
イオードモジュール部の前端と連結され、前記二つの第２ピンのうちの一つは、グラウン
ド処理されて絶縁状態であることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　前記保護回路部は、前記発光ダイオードモジュール部の前端または他端に挿入されるヒ
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ューズをさらに含み、前記ヒューズは、前記整流ダイオードの前端に備えられ得る。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　一方、前記課題を達成するための本発明のさらに他の一実施例による発光ダイオードラ
ンプは、一端に備えられる二つの第１ピンと、他端に備えられる二つの第２ピンと、中間
に備えられる発光ダイオードモジュール部と、前記二つの第１ピンおよび前記二つの第２
ピンのうちの二つ以上と前記発光ダイオードモジュール部とを連結する回路とを含む発光
ダイオードランプであって、前記二つの第１ピンの間を無極性で連結するブリッジダイオ
ードと、高電圧の発生時、前記発光ダイオードモジュール部が保護されるように前記発光
ダイオードモジュール部の前端に挿入されるヒューズと、前記二つの第１ピンの間を連結
する、双方向のサージ電圧から保護可能な過度電圧遮断ダイオード(TVS diode)とを備え
る保護回路部を含み、前記二つの第１ピンのうちの一つは、前記ブリッジダイオードを通
じて前記発光ダイオードモジュール部の前端と連結され、前記回路は、前記発光ダイオー
ドモジュール部の前端から他端への方向を順方向とする。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書



(24) JP 2012-109202 A 2012.6.7

【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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